
Ｂを加えてひと煮立ちさせ、①
のモロヘイヤを加えてなじませ
る。ご飯にのりをのせ、盛り付
ける。

鶏もも肉は３㎝角に切り分け、
Ａをなじませる。ニンニクは薄
切りにし、パプリカは細く切る。

バターとニンニクを熱し、水気
をふき取った鶏もも肉を皮目か
ら中火で両面焼く。焼き目がつ
いたらパプリカを加える。

モロヘイヤは茎と葉に分け水洗
いし、茎は３㎝に切る。30秒ほ
どゆでてザルにあげ、さっと水
をかけ、水気をきる。

1 2 3 4

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の

ガ
リ
バ
タ
ネ
バ
丼

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の

ガ
リ
バ
タ
ネ
バ
丼

モロヘイヤには、葉物野菜
では珍しいネバネバ成分が
あり、ジュースやスープに
も使えます。栄養価を保つ
ため、短時間加熱を心がけ
ましょう。

ヒトコト★POINT

料理紹介者

山中 美妃子さん
やま なか み　 き　 こ
香川県食農アドバイザー

ジュヌヴィエーヴ料理教室主宰

● モロヘイヤ
● 鶏もも肉
● ニンニク
● パプリカ
● もみのり　　
● バター
● 白ご飯

・・・・・・・・・・・      

・・・・                   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

100ｇ
１枚（300ｇ）

１片
個
適量
10ｇ
２人分

　 酒
　 砂糖
　 塩、コショウ

大さじ１
小さじ１
少々

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・    

A

　 酒
　 砂糖
　 しょうゆ
　 オイスターソース

大さじ２
大さじ２
大さじ２
大さじ１～２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・            

・・              

B

材料（２人分）

作り方

発行日：令和７年８月１日

今回の食材
モロヘイヤ
（さぬきのヘイヤ）
モロヘイヤ
（さぬきのヘイヤ）
アクが少なく、味にも
くせがない栄養価の高
い緑黄色野菜です。香
川オリジナル品種「さ
ぬきのヘイヤ」は茎も
食べられます。　

エジプト王も食べた

「王様の野菜」

創作
キッチン

農業共済新聞

/1 4

発行
編集

ホームページアドレス

　　　香川県農業共済組合
　　　本所総務部総務課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL：０８７-８８８-２１２１ FAX：０８７-８８８-３０３１

https://www.nosai-kagawa.jp

発行

ホームページアドレス

編集

　ＮＯＳＡＩの機関紙「農業
共済新聞」は週１回の発行で、
１年間の購読料は5,520円（１
紙当たり約117円）です。
　２カ月間、無料で「お試し
読み」もできます。

第13回通常総代会 全９議案を承認
役員 総代 評価会委員紹介表紙の続きは19ページ

安心のネットワーク

香川県農業共済組合そら とつ ち とみ どり の会 話
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全
９
議
案
を
承
認

提
出
議
案

も
り
ぐ
ち
ひ
さ  

お

● 総代総数

● 当日出席総代数

　　本人出席

　　書面議決書での出席

● 欠席総代数

102人

101人

60人

41人

　１人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・・・・・・    

・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・    

・・・・・・・・・・・・・・・    

　
第
13
回
通
常
総
代
会
を
令
和
７
年
５
月
27
日
、
組
合
本
所
会
議
室
＝
高
松
市
三
名
町
＝
で
開

き
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
就
任
し
た
総
代
１
０
２
人
の
中
か
ら
、
議
長
に
小
豆
島

町
の
森
口
久
士
総
代
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
提
出
し
た
６
年
度
事
業
報
告
や
７
年

度
事
業
計
画
な
ど
、
全
９
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議長を務める 森口久士総代

第1号
議案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余

金
処
分
（
不
足
金
処
理
）
案
に
つ
い
て

（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

第6号
議案

余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

香
川
県
農
業
協
同
組
合
、
香
川
県
信
用
農

業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
４
金
融
機
関

第7号
議案

損
金
計
上
に
つ
い
て

家
畜
診
療
費
未
収
金
の
損
金
計
上

未
収
診
療
収
入
／
12
万
５
０
４
０
円

第9号
議案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

理
事
13
人
、
監
事
４
人
を
選
任

（
６
、
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

附帯
決議

決
議
事
項
中
軽
微
な
る
事
項
の
修
正
等

の
委
任
に
つ
い
て

決
議
事
項
中
、
軽
微
な
修
正
や
変
更
の

理
事
会
一
任

第8号
議案

損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運

営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

損
害
評
価
会
委
員
１
０
７
人
、
家
畜
診

療
所
運
営
委
員
４
人
を
選
任

（
８
、
９
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

第2号
議案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支

予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

第3号
議案

令
和
７
年
度
事
務
費
等
賦
課
額
、
賦
課

方
法
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

事
務
費
賦
課
金
総
額
／

４
億
７
６
６
０
万
円

賦
課
方
法
及
び
徴
収
方
法
／

共
済
目
的
別
に
、
共
済
掛
金
と
同
時
に

徴
収
す
る

第4号
議案

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
等
の
報
酬
及
び

損
害
評
価
員
、
共
済
部
長
手
当
に
つ
い
て

合
計
／
６
０
３
２
万
２
０
０
０
円
以
内

第5号
議案

借
入
金
最
高
限
度
額
等
に
つ
い
て

借
入
金
額
／
10
億
円
以
内

借
入
先
／
農
林
漁
業
信
用
基
金
、
香
川

県
農
業
協
同
組
合
、
百
十
四
銀
行

第13回通常総代会を開催

備えで届ける安心の未来

香川県農政水産部
農政課

三谷史朗課長補佐
み たに し ろう

中国四国農政局
香川県拠点

河野敏明副地方参事官
こう  の  とし あき

来
賓

　
近
年
、
地
震
や
台
風
、
集
中
豪

雨
等
の
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

農
業
保
険
制
度
は
農
業
経
営
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
改
正
さ
れ
た

政
府
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」
で
は
農
業
経
営
の
安
定

化
に
向
け
た
有
効
手
段
と
し
て
、

農
業
保
険
の
普
及
推
進
・
加
入
拡

大
が
強
調
さ
れ
、「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
構

築
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
共
済
制
度
で
は
、
制
度
内

容
を
丁
寧
に
説
明
し
、
自
然
災
害

へ
の
〝
備
え
〞
の
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
広
げ
、
共
済
部
長
な
ど

基
礎
組
織
の
方
々
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
無
保
険
者
を
出
さ
な
い
よ

う
完
全
引
受
に
向
け
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

　
収
入
保
険
制
度
で
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
を
絞
っ
た
加
入
推
進
と
、

行
政
や
関
係
機
関
、
農
業
生
産
者

団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を

強
化
し
、
引
き
続
き
総
力
を
挙
げ

て
普
及
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
方
、
組
合
運
営
で
は
、
さ
ら

な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
実
践
で
、

適
正
な
業
務
運
営
に
よ
り
一
層
努

め
ま
す
。

　
今
後
も
組
合
員
の
高
齢
化
や
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
で
継
続
的
な
事
業
実

施
に
向
け
、
業
務
の
効
率
化
や
執

行
体
制
の
見
直
し
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

　
組
合
員
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り

強
固
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
農
家
へ
足
を
運
び
「
よ
り
身

近
に
、
よ
り
丁
寧
に
、
農
家
の
も

と
へ
」
を
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
、
さ
ら
に
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
に

努
め
、
全
事
業
の
引
受
拡
大
に
取

り
組
む
も
の
と
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

事
業
計
画
と
運
営
の
基
本
方
針

総代会は、組合員の代
表に選出された総代が、
理事から提出された議
案を審議し、組合運営
の方針を決める最高議
決機関です。
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収入保険

令和５年支払い　令和７年４月末時点

石
　
井
　
利
　
秋  （
東
　

部
）

小
比
賀
　
佳
　
稔  （
高
　

松
）

中
　
畑
　
源
　
司  （
高
　

松
）

中
　
村
　
一
　
信  （
中
　

讃
）

畑
　
　
　
正
　
則  （
仲
多
度
）

横
　
尾
　
秀
　
一  （
三
　

豊
）

矢
　
野
　
浩
　
一  （
三
　

豊
）

藤
　
岡
　
　
　
積  （
三
　

豊
）

山
　
口
　
　
　
守  （
東
　

部
）

佐
々
木
　
正
　
則  （
東
　

部
）

安
　
芸
　
　
　
均  （
東
　

部
）

藤
　
井
　
敏
　
計  （
高
　

松
）

松
　
野
　
秀
　
樹  （
高
　

松
）

佐
々
木
　
哲
　
夫  （
高
　

松
）

安
　
藤
　
重
　
則  （
仲
多
度
）

宮
　
武
　
正
　
照  （
仲
多
度
）

川
　
原
　
理
　
克  （
高
　

松
）

元
　
木
　
　
　
博  （
高
　

松
）

片
　
岡
　
　
　
昇  （
高
　

松
）

濵
　
崎
　
郷
　
廣  （
中
　

讃
）

谷
　
渕
　
繁
　
夫  （
中
　

讃
）

今
　
池
　
良
　
雄  （
中
　

讃
）

大
　
谷
　
光
　
男  （
仲
多
度
）

荻
　
田
　
時
　
男  （
三
　

豊
）

住
　
友
　
宣
　
夫  （
三
　

豊
）

高
　
岡
　
洋
　
二  （
三
　

豊
）

川
　
上
　
寛
　
恭  （
三
　

豊
）

磯
　
﨑
　
正
　
幸  （
三
　

豊
）

令
和
６
年
度 

農
業
共
済
事
業
功
績
者
表
彰

第
二
号
　基
礎
組
織
員

　
　
　
　
　（
勤
続
期
間
10
年
以
上
）

７年度計画 １,270経営体

　
５
月
27
日
、
総
代
会
の
席

上
で
、
令
和
６
年
度
に
事
業

推
進
で
功
績
の
あ
っ
た
共
済

部
長
や
、
農
業
保
険
制
度
の

普
及
に
貢
献
さ
れ
た
基
礎
組

織
員
な
ど
を
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
、
支
所
名
は
令
和

６
年
度
当
時
）

藤
　
井
　
政
　
明  （
東
　

部
）

三
　
好
　
義
　
夫  （
高
　

松
）

大
　
原
　
　
　
泰  （
中
　

讃
）

谷
　
本
　
政
　
徳  （
中
　

讃
）

細
　
川
　
悟
　
志  （
仲
多
度
）

山
　
下
　
博
　
史  （
仲
多
度
）

菰
　
田
　
邦
　
彦  （
三
　

豊
）

藤
　
川
　
早
由
里  （
三
　

豊
）

石
　
廣
　
昭
　
夫  （
三
　

豊
）

建
物
共
済
の
部

任
意
共
済
事
業
推
進

功
績
者
表
彰

第
一
号
　基
礎
組
織
員

　
　
　
　
　　（
勤
続
期
間
20
年
以
上
）

香
川
県
農
業
共
済

功
績
者
表
彰

346経営体、４億5,095万円

任意共済事業推進功績者表彰を受賞する
三好義夫さん
み よしよし  お

功績者表彰を受賞する
松野秀樹さん
まつ の  ひで き

農
機
具
共
済
の
部

６年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

651,288㌃

48億6,400万円

3,079万円

７年度計画
引受面積

共済金額
614,400㌃

45億8,863万円

水稲共済

６年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

72,123㌃

２億2,501万円

7,732万円

引受頭数

共済金額

支払共済金

80,177頭

147億5,076万円

４億3,214万円

７年度計画
引受面積

共済金額
68,610㌃

２億5,997万円

引受頭数

共済金額
79,910頭

145億65万円

麦共済

６年度実績

７年度計画

家畜共済

６年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

10,798㌃

４億4,956万円

2,134万円

７年度計画
引受面積

共済金額
10,576㌃

４億4,484万円

果樹共済

６年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

463㌃

296万円

56万円

７年度計画
引受面積

共済金額
325㌃

208万円

畑作物共済

６年度実績
引受棟数

共済金額

支払共済金

4,082棟

99億9,215万円

2,275万円

７年度計画
引受棟数

共済金額
4,100棟

100億2,467万円

園芸施設共済

６年度実績
引受棟数

共済金額

支払共済金

84,033棟

１兆425億2,608万円

１億3,577万円

７年度計画
引受棟数

共済金額
82,389棟

１兆210億5,900万円

建物共済

６年度実績
引受台数

共済金額

支払共済金

19,966台

504億3,084万円

１億3,344万円

７年度計画
引受台数

共済金額
19,966台

504億3,200万円

農機具共済

６年度実績 共済金額
１兆1,232億4,136万円

支払共済金
８億5,411万円 ７年度計画 共済金額

１兆1,013億1,184万円
合
計

令和６年度事業実績と７年度事業計画

　６年度は、制度共済（水稲、麦、家畜、果
樹、畑作物、園芸施設）事業、任意共済（建
物・農機具）事業ともに引受共済金額目標を
下回り、目標達成率は99.2％でした。組合
員にお支払いした共済金は、昨年から１億
8,050万円減少しました（前年度比82.6％）
が、麦、果樹、畑作物、園芸施設共済で昨年
を上回りました。

令和６年度の総評

　収入保険は、令和６年度に県内1,247経営体（前年度比
100.2％）が加入しています。

その他 15,906

各種引当金戻入
86,826

受取利息
18,653

事業勘定
受入

58,809

国、市町からの補助金
42,761

賦課金 4,933

積立金戻入など
10,773

受取利息など
14,849

責任準備金戻入
 60,538

再共済金など
 10,661

診療収入など
21,920

収益
30億891万円

費用 責任準備金
繰入
59,162

業務勘定繰入など
92,353

次年度積立金 35,883
共済掛金
147,951

診療諸掛
28,048

共済金
85,445

国からの
交付金など
34,199

事業収支 業務収支

令和６年度事業収支と業務収支（単位：万円）

固定資産取得費
83,674

その他 9,986

各種引当金繰入
3,500
事業勘定繰入
4,407
損害防止費
1,199
損害評価費
1,556
普及推進費
5,914 
事務費、
施設費など
19,504

人件費
98,148

収入
22億7,888万円

支出
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♦ ♦ ♦ ♦

　
５
月
27
日
の
通
常
総
代
会
で
、
理
事
13
人
、
監
事
４
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
30
日
に
正
・
副
組
合
長
、
代
表
監
事
の
互
選
会
を
開
き
、
組
合
長
に

近
藤
賢
司
理
事
、
副
組
合
長
に
は
冨
木
田
好
正
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
、
代
表
監

事
に
は
丸
尾
良
一
監
事
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
７
年
６
月
４
日
か
ら

10
年
６
月
３
日
ま
で
。

今
年
度
か
ら
新
中
讃
支
所
が
発
足
し
、

県
内
４
支
所
１
出
張
所
体
制
の
業
務
運

営
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
実
施
体
制
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
協
議
を
重
ね
、
よ
り
良

い
組
合
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
経
営
は
自
然
災
害
の
激
甚
化
や

国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
う
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
安
定
に
向
け

た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
農
業

保
険
を
ご
活
用
い
た
だ
く
べ
く
、
一
層

の
普
及
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

で
、
次
の
方
々
が
総
代
、

損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜

診
療
所
運
営
委
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　４区域から102人が就任されました。毎
年開催の総代会で、事業計画や予算など組
合運営に関する重要な案件を審議します。

総  代

役 

員 

紹 

介

役  員 理事は理事会を構成し、法令や定款、総代会の議決などに従って組合を運営します。
監事は、理事の業務執行状況や財産の状況を監査します。

永

峰

正

之

中

山

繁

和

原

　

　

勤

中

野

勇

二

丸

山

　

繁

野

崎

昌

二

菊

池

　

惠

栗

尾

和

弥

岩

瀬

和

弘

安

村

勝

彦

 

東
部

引
田

本
町

福
栄

誉
水

丹
生

鴨
庄

鴨
部

鶴
羽

昭
和

長
尾

岡

田

繁

一

十

川

隆

行

飯

田

洋

幸

十

河

繁

晴

藤

澤

勇

一

横

井

雅

博

高

重

浩

二

脇

　

寿

則

青

木

政

文

上

原

一

輝

上

原

　

明

山

田

憲

一

中
村
健
二
郎

寺

井

正

数

佃

　

光

廣

松

村

憲

夫

下

河

由

樹

南

原

政

樹

溝

渕

恵

一

造

田

義

雄

稲

澤

静

雄

橋

本

昭

夫

東

原

　

実

吉

田

清

志

好

井

壽

彦

川

松

義

春

谷

口

勝

幸

漆

原

吉

正

佐

伯

敏

雄

森

口

久

士

市

坂

　

勉

造
田

神
前

富
田

松
尾

 

高
松

平
井

田
中

氷
上

神
山

牟
礼

東
植
田

西
植
田

川
添

林三
谷

檀
紙

弦
打

鬼
無

下
笠
居

多
肥

一
宮

川
岡

鶴
尾

屋
島

古
高
松

大
野

川
東

塩
江

由
佐

大
鈬

三
都

草
壁

佐
々
木
康
友

岡

内

雅

廣

進

藤

修

平

田

中

繁

行

後

藤

憲

一

小
林
英
登
志

四

角

俊

一

谷

川

英

昭

宮

脇

哲

治

多

田

鎮

雄

丸

尾

説

男

笹

川

武

義

佐
々
木
廣
一

大

林

秀

行

横

川

重

行

林

　

　

清

籏

岡

正

一

山

本

清

秀

松

永

哲

之

吉

本

隆

雄

大

林

敏

彦

中

野

一

郎

福

田

光

男

三

好

泰

造

松

原

影

明

白

川

貞

夫

渡

邊

壽

孝

薄

木

数

行

山

下

　

一

長

尾

美

浩

小

野

　

隆

国
分
寺
北
部

国
分
寺
南
部

 

中
讃

林
田

松
山

加
茂

府
中

川
津

宇
多
津

昭
和

陶滝
宮

西
分

山
田

飯
野

郡
家

報
徳

岡
田

栗
熊

富
熊

飯
山
南

飯
山
北

豊
原

上
郷

龍
川

吉
原

象
郷

吉
野

四
条

高
篠

長
炭

長
炭

山

下

美

博

尾

郷

信

雄

谷

川

明

雄

須

山

貴

司

河

田

　

進

藤

井

英

明

近

藤

和

雄

亀

山

佳

典

政

本

正

一

徳

永

裕

和

加

藤

浩

一

川

口

　

勉

森
川
健
太
郎

藤

田

晴

生

細

川

和

稔

豊

田

敏

計

杉

山

敏

英

大

西

正

幸

石

井

文

男

中

野

義

則

小

出

章

寛

中

村

元

晴

川

上

博

司

正

田

直

行

近

石

　

勝

尾

﨑

　

博

片

木

唯

雄

平

田

義

隆

真

鍋

俊

一

藤

谷

　

優

七
箇

十
郷

美
合

 
三
豊

詫
間

仁
尾

麻二
の
宮

勝
間

上
高
瀬

本
山

桑
山

笠
田

高
室

常
磐

一
ノ
谷

豊
田

粟
井

柞
田

五
郷

萩
原

紀
伊

大
野
原

和
田

辻神
田

財
田
上

財
田
中

大
見

下
高
瀬

吉
津

こ
の
た
び
、
役
員
改
選
に
伴
い
引
き

続
き
組
合
長
理
事
の
大
役
を
仰
せ
付
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
経
営
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

任期
６月４日から
３年

任期
５月３日から
３年

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

実
施
体
制
改
善
と

普
及
推
進
に
全
力

新
体
制
ス
タ
ー
ト

久保 裕二
（高松市）

高坂 修
（さぬき市）

間嶋 亨
（東かがわ市）

冨木田 好正
（坂出市）

石井 宏昭
（三豊市）

鈴木 勉
（まんのう町）

石橋 満
（琴平町）

射場 洋
（綾川町）

須佐美 純一
（小豆島町）

長尾 一
（高松市）

組
合
長
理
事

近藤 賢司（三豊市）

副
組
合
長
理
事

丸尾 良一
（丸亀市）

大西 基啓
（観音寺市）

國村 年
（高松市）

川下 肇
（観音寺市）

池田 明彦
（高松市）

代
表
監
事

監 

事

理 

事

佃 和幸
（高松市）
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中
讃

坂
出

松
山

加
茂

陶滝
宮

山
田

郡
家

報
徳

岡
田

飯
山
南

四
箇

吉
原

榎
井

吉
野

長
炭

十
郷

造
田

三
豊

勝
間

上
高
瀬

笠
田

豊
田

柞
田

大
野
原

豊
浜

辻財
田
中

下
高
瀬

果 

樹 

共 

済

か
ん
き
つ
・
ぶ
ど
う
・
な
し
・
も
も
・
か
き
・

く
り
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
共
済
部
会
長

　か
ん
き
つ
共
済
部
会
長
代
行

麦
共
済
部
会
長
代
行

 

水
稲
共
済
部
会

（※

は
麦
共
済
部
会
兼
務
者
）

本
所
（
学
識
経
験
者
）

東
部

白
鳥

誉
水

鴨
庄

津
田

長
尾

松
尾

高
松

平
井

田
中

氷
上

十
河

川
島

前
田

檀
紙

鬼
無

仏
生
山

太
田

古
高
松

川
東

池
西

国
分
寺
南

渕
崎

三
都

　　　　　

※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※

高
松

鬼
無

中
讃

陶三
豊

上
高
瀬

比
地
大

 

な
し
共
済
部
会

三
豊

和
田

和
田

 

も
も
共
済
部
会

東
部

造
田

高
松

屋
島

中
讃

飯
山
北

飯
山
北

三
豊

上
高
瀬

大
豆
共
済
部
会
長
代
行

 

大
豆
共
済
部
会

本
所
（
学
識
経
験
者
）

東
部

神
前

高
松

川
添

川
東

中
讃

象
郷

三
豊

神
田

家 

畜 

共 

済

家
畜
共
済
部
会
長

家
畜
共
済
部
会
長
代
行

 

家
畜
共
済
部
会

本
所
（
学
識
経
験
者
）

園 

芸 

施 

設 

共 

済

園
芸
施
設
共
済
部
会
長

園
芸
施
設
共
済
部
会
長
代
行

 

園
芸
施
設
共
済
部
会

本
所
（
学
識
経
験
者
）

農 

作 

物 

共 

済

水
稲
・
麦
共
済
部
会
長

水
稲
共
済
部
会
長
代
行

ぶ
ど
う
共
済
部
会
長
代
行

な
し
共
済
部
会
長
代
行

も
も
共
済
部
会
長
代
行

か
き
共
済
部
会
長
代
行

く
り
共
済
部
会
長
代
行

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
共
済
部
会
長
代
行

 

か
ん
き
つ
共
済
部
会

本
所
（
学
識
経
験
者
）

高
松

下
笠
居

池
田

中
讃

松
山

王
越

十
郷

三
豊

紀
伊

財
田
上

 

ぶ
ど
う
共
済
部
会

東
部

志
度

 

か
き
共
済
部
会

高
松

由
佐

中
讃

昭
和

昭
和

三
豊

財
田
上

 

く
り
共
済
部
会

東
部

五
名

 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
共
済
部
会

高
松

下
笠
居

四
海

中
讃

吉
原

吉
原

畑 

作 

物 

共 

済

大
豆
共
済
部
会
長

多

田

　

晋

大

方

義

裕

大

平

俊

和

森

　

雅

司

横

山

康

行

横

山

浩

一

飯

田

栄

一

木

村

啓

三

山

田

道

浩

建

石

照

夫

成

行

弘

宣

青

木

弘

之

田

中

昭

徳

間

島

正

博

安

西

勇

雄

中

野

正

幸

宮

武

豊

之

青

木

弘

之

細

川

　

登

白

川

政

昭

中

嶋

哲

治

真

鍋

隆

一

中

嶋

哲

治

篠

原

公

七

秋

山

正

英

真

鍋

隆

一

朝

國

智

陽

十
河
土
志
夫

溝

渕

裕

士

十
河
土
志
夫

松

浦

邦

治

香

西

修

志

溝

渕

裕

士

増

田

洋

志

丸
尾
勇
治
郎

溝

渕

廣

明

　損害評価会は、法律で設置が定められている必須機関です。
　107人の委員が水稲共済部会など共済目的別に13の部会に
所属し、共済事故の防止対策や損害額の認定をします。

損害評価会委員
任期

５月27日から
10年５月31日

　
令
和
７
年
６
月
４
日
、

損
害
評
価
会
を
組
合
本
所

会
議
室
＝
高
松
市
三
名
町

＝
で
開
き
、
評
価
会
長
に

丸
尾
勇
治
郎
氏
（
丸
亀

市
）、
会
長
代
行
に
森
芳

史
氏
（
香
川
県
農
業
試
験

場
府
中
果
樹
研
究
所
長
）

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

横

関

幹

夫

丸
尾
勇
治
郎

三

木

哲

弘

山

地

優

徳

間

島

正

博

安

西

勇

雄

井

戸

　

等

坂

東

正

明

野

﨑

　

学

植

田

義

信

渡

辺

浩

三

岩

崎

聖

人

高

木

大

地

溝

渕

廣

明

中

川

詰

郎

谷

本

寛

昇

片

山

典

幸

瀧

本

繁

樹

糸

瀬

博

教

田

所

繁

實

藤

澤

　

武

片

岡

　

昇

小

河

　

功

井

上

孝

信

藤

澤

鶴

夫

作

花

和

広

高

橋

光

男

山

本

一

郎

山

下

恭

生

藤

川

一

雄

吉

田

　

宏

三

好

直

樹

小

西

國

雄

橋

川

正

廣

香

川

隆

行

池

内

以

長

香

川

政

大

古

川

正

人

横

関

幹

夫

森

江

正

男

和

田

光

弘

吉

田

和

人

大

西

昭

夫

大

西

文

昭

門

谷

艾

發

中

西

幸

範

前

川

　

稔

十

鳥

政

信

景

山

卓

美

高

橋

　

亘

井

下

隆

志

合

田

　

功

徳

永

正

芳

山

岡

光

明

三

﨑

幸

則

森

　

芳

史

岡

田

嘉

之

大

平

俊

和

横

山

浩

一

建

石

照

夫

原

村

弘

文

木

村

　

薫

島

田

満

沖

森

　

芳

史

吉

田

純

也

掛

鯛

吉

洋

近

藤

直

樹

末

澤

克

彦

川

原

義

明

松
江
寿
美
雄

　

　

森

田

正

俊

濵

崎

郷

廣

近

石

義

則

岡

田

嘉

之

高

原

俊

文

池

添

浩

子

竹

内

正

憲

原

村

弘

文

由

良

泰

博

岩

倉

朝

一

木

村

　

薫

溝

渕

哲

也

藤

岡

良

信

天

雲

一

壽

島

田

満

沖

田

中

昭

徳

（※

は
ぶ
ど
う
・
な
し
・
も
も
・

か
き
・
く
り
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

共
済
部
会
兼
務
者
）

平

尾

和

律

植

松

正

士

平

尾

和

律

中

村

　

修

山
岡
早
貴
子

植

松

正

士

増

田

洋

志

古

市

崇

雄

中

嶋

哲

治

篠

原

公

七

秋

山

正

英

（
以
下
敬
称
略
）

丸
尾
勇
治
郎

損
害
評
価
会
会
長

森

　

芳

史

損
害
評
価
会
会
長
代
行

任 

意 

共 

済

任
意
共
済
部
会
長

任
意
共
済
部
会
長
代
行

 

任
意
共
済
部
会

本
所
（
学
識
経
験
者
）

本
所
（
学
識
経
験
者
） 　家畜診療所の運営に関する重要事項を

調査し、組合長に希望や意見を伝えます。

家畜診療所
運営委員

任期
５月27日から
10年５月31日

上記３枚は、被害の状況を確認する損害評価会委員
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　高品質米の生産には適期収穫が重要です。
早刈りすると青米や未熟粒が多くなり、刈り
遅れると茶米や胴割れ米が発生するなど、品
質・食味の低下を招きます。
　そこで、もみの熟れ具合（黄変もみ率）を
確認し、収穫適期を判定しましょう。収穫後は
速やかに乾燥・調製作業を実施するか、カント
リーエレベーターに搬入してください。
　適期収穫と適切な乾燥・調製作業で、高品質な米
の生産に取り組みましょう。

被
害
申
告 

お
早
め
に

　
令
和
７
年
産
水
稲
の
損
害
評
価
を
、
収
穫
期
に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
被

害
を
受
け
た
場
合
は
、
収
穫
前
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
耕
地
ご
と
に
稲
の
作
柄
を
見
て
、

平
年
の
収
穫
量
よ
り
減
収
す
る
と
思

わ
れ
る
と
き
は
、
損
害
通
知
書
を
提

出
期
日
（
別
途
案
内
）
ま
で
に
共
済

部
長
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
払
い
対
象
の
災
害
は

　
風
水
害
、
雨
害
湿
潤
害
、
干
害
、

冷
害
な
ど
気
象
上
の
原
因
で
の
災
害

や
鳥
害
、
獣
害
、
病
害
、
虫
害
、
火

災
で
の
被
害
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
薬
害
な
ど
人
為
的
な
災
害
は
対
象

外
で
す
。
ま
た
、
収
穫
後
の
被
害
も
、

共
済
責
任
期
間
外
に
発
生
し
た
損
害

と
し
て
、
共
済
金
は
お
支
払
い
で
き

ま
せ
ん
。

立
札
は
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に

　
立
札
は
現
地
調
査
の
前
日
ま
で
に
、

　10ａ （基準収穫量500㎏）の
農地３枚を作付け。

共
済
金
支
払
い
例

右
記
例
の
共
済
金
計
算
方
法

【収穫量】1,150㎏（50㎏＋600㎏＋500㎏）

【補償】
1,500㎏－1,150㎏＝350㎏

【最高補償割合】９割（１割対象外）
基準収穫量 収穫量 共済減収量

共済減収量 対象外１割 支払減収量
350㎏－150㎏＝200㎏

㎏当たり共済金額 支払減収量 共済金
198円×200㎏＝39,600円

【最高補償割合】８割（２割対象外）
【収穫量】1,050㎏（50㎏＋500㎏＋500㎏）

 増収分100㎏は加味しない

【補償】

㎏当たり共済金額 支払減収量 共済金
198円×150㎏＝29,700円

1,500㎏－1,050㎏＝450㎏
基準収穫量 収穫量 共済減収量

共済減収量 対象外２割 支払減収量
450㎏－300㎏＝150㎏

※一筆全損特例や一筆半損特約でもお支払いできます。

基準収穫量 計1,500㎏

500kg500kg500kg

引受時

収穫時

　3枚のうち、１枚は450㎏減収
し、１枚は100㎏増収した。

500kg600kg減収

50kg

増収

全相殺方式の場合

半相殺方式の場合

風
で
飛
ん
だ
り
雨
で
字
が
消
え
な
い

よ
う
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
い
、
収
穫

が
終
わ
る
ま
で
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ

に
立
て
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（図１） （図２）

香川県農業経営課農業革新支援センター講師：間島 正博
ま  しま まさひろ

黄変もみ率による刈取り適期の判定

❶ 平均的な株の中で最も背の高い穂を手ですごき、白い紙の上に広げます（図１）。
❷ 「黄変もみ」と「淡緑色もみ」に分け、もみ数を数えます（図２）。
　 ただし、不稔もみ（中身が無いもみ）は数えません。
❸ 次の式で黄変もみ率を計算します。各品種の刈取り適期の黄変もみ率は表１のとおりです。
　 黄変もみ数÷（黄変もみ数＋淡緑色もみ数）×100＝黄変もみ率（％）

表１：刈取り適期の判定（黄変もみ率） （％）

コシヒカリ

85～90

コシヒカリ

80～90

あきさかり

85～90

ヒノヒカリ

80～90

おいでまい

85～90

短期栽培 普通期栽培

黄変もみ▶

◀淡緑色もみ

水稲
適期収穫で高品質米を生産しましょう栽培講座

Let’s Try！

早期栽培

白い紙の上に広げて見る

黄変もみ
淡緑色もみ

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の食害を受けた水稲
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加
入
方
式
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
８
年
産
か
ら

　水
稲
共
済
、
果
樹
共
済
加
入
者
の
多
く
が
半
相
殺

方
式
を
選
択
し
て
い
ま
す
が
、
農
業
者
の
経
営
状
況

に
応
じ
、
全
相
殺
方
式
や
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
、

収
入
保
険
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
想
定
外
の
異
常
気
象
や
市
場
価
格
の

下
落
、
病
気
・
け
が
な
ど
、
農
家
の
経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減
少
を

補
償
し
、
経
営
安
定
と
事
業
継
続
の
助
け
と
な
り
ま
す
。

掛金は

加入例（水稲共済の場合）

【引受収量】
500㎏/10a×30a×９割＝1,350㎏
【補償金額】
1,350kg×200円＝270,000円
【加入者負担掛金】（耕地が属する市町により異なる）
270,000円× ×1/2＝105円

　
自
然
災
害
や
獣
害
な
ど
が
発
生
し
、
市
町
ご
と
の

統
計
単
収
を
基
に
、
基
準
収
穫
量
の
９
割
（
最
高
補

償
）
を
下
回
る
と
き
、
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

　
半
相
殺
方
式
よ
り
掛
金
を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
統
計
単
収
を
用
い
て
評
価
す
る
た
め
、

個
人
の
収
穫
量
が
減
少
し
て
も
共
済
金
が
支
払
わ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
自
身
に
合
っ
た
加

入
方
式
へ
の
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式 

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

農業経営全体を補償します。
自然災害や、品質の低下、販売価
格の減少など、経営努力では避け
られない様々な要因での収入減少
を補償します。
　　　　　    （詳細は次ページ）

は
い

収入保険

い
い
え

は
い

全相殺方式

い
い
え

地域インデックス方式

ＪＡカントリーエレベーターに
全量搬入している

10aの農地３枚を作付け。農林水産統計
データから算出した過去５年間の平均
単収500㎏、当年産の同データが400㎏、
㎏あたり共済金額200円で、９割補償
で加入する場合

※別途事務手数料がかかります

支払共済金は

【共済減収量】
－ ＝150kg

【支払共済金】
150kg×200円＝30,000円

青色申告をしている

税
務
書
類
の
準
備

　
　 

　
確
定
申
告
書
第
一
表

　
　 

　
青
色
申
告
決
算
書
１
、
２
ペ
ー
ジ

　
　 

　
損
益
計
算
書

　
　 

　
法
人
税
の
申
告
書
別
表
一
、
四

加
入
申
請
書
の
作
成

提
出
い
た
だ
い
た
税
務
書
類
と
保
険
期
間
の
営
農

計
画
か
ら
基
準
収
入
金
額
、
保
険
料
な
ど
を
算
定

し
ま
す
。

申
し
込
み

補
償
内
容
を
確
認
し
、
加
入
申
込
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
の
納
入

負
担
軽
減
の
た
め
、
最
大
９
回
ま
で
分
割
し
て
納

入
で
き
ま
す
。
保
険
料
等
の
納
入
は
口
座
振
替
と

な
り
ま
す
。

補
償
開
始

令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
１
年
間

（
法
人
は
事
業
開
始
月
か
ら
１
年
間
）

❶❷❸❹❺ 令
和
８
年
の
加
入
受
付
中

保
険
料
等
の
イ
メ
ー
ジ

▽
経
営
＝
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
１
９
５
㌃
、
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
１
５
０
㌃
、
オ
ク
ラ
20
㌃
な
ど

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
勧
め
で
令
和
５
年
に

加
入
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
年
、
病
害
や

天
候
不
良
で
収
穫
量
が
減
少
、
保
険
金
を
受

け
取
る
こ
と
に
な
り
助
か
り
ま
し
た
。

　
長
い
人
生
、
必
要
が
あ
れ
ば
生
命
保
険
に

加
入
す
る
の
と
同
じ
。
収
入
保
険
に
加
入
し

て
い
る
と
自
然
災
害
で
の
減
収
や
、
病
気
で

作
業
で
き
な
い
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
事
態
に
対

応
で
き
ま
す
。
初
め
は
掛
金
が
高
く
、
本
当

に
必
要
か
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
収

入
が
減
少
し
て
も
従
業
員
に
給
料
を
支
払
え

る
の
は
安
心
で
す
。

善
通
寺
市
与
北
町

近
藤 
剛
司
さ
ん   

50
歳

こ
ん  

ど
う

た
け   
し

経
営
の
お
守
り
の
ひ
と
つ
に

加
入
者
の
声

　
基
準
収
入
金
額
５
０
０
万
円
の
場
合
、
保
険
料
等

の
イ
メ
ー
ジ
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
補
償
限
度
や

支
払
率
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
等
を
調
整
で

き
ま
す
。

　
補
償
内
容
や
保
険
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

基準収入が500万円の場合

※支払率は全て90%

保険料

積立金

合計

5.4万円

11.3万円

1.3万円

18.0万円

11.5万円

ー

1.3万円

12.8万円

3.0万円

11.3万円

1.2万円

15.5万円

付加保険料
（事務費）

積立方式
併用タイプ
（保険方式80%+
積立方式10%）

積立併用+
下限設定タイプ
（保険方式80%+
積立方式10%）
（補償下限設定70%）

保険方式
補償充実タイプ
（保険方式90%）

青
色
申
告
者
は

収
入
保
険
が
お
す
す
め

個人の
場合

法人の
場合

掛金率
0.078

引受収量
1,350kg

統計による収穫量
1,200kg
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令
和
７
年
産
指
定

か
ん
き
つ
は
、
７
月

下
旬
か
ら
12
月
に
か

け
て
高
温
・
少
雨
で

推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

山
間
部
を
中
心
に
干

害
で
減
収
し
ま
し
た
。

　
一
部
の
園
地
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
の
食
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
建
物
共
済
で
は
、
落
雷
で
の
建
物
本

体
や
家
電
製
品
へ
の
被
害
も
補
償
し
て

い
ま
す
。
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
複
数
の
製
品
が
被

害
を
受
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
全
て
の
家
電
製
品
の
状
態
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
電
製
品
へ
の
被
害
の
補
償
は
、
家

具
類
等
の
加
入
が
必
要
で
す
。

　
牛
を
導
入
・
出
生
・
譲
渡
し
た
と
き

は
、
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
に
届
け
る
こ
と
が
牛
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
共
済
は
、
牛
個
体
識
別
台
帳
（
ト

レ
サ
情
報
）
を
も
と
に
、
家
畜
の
異
動

確
認
や
共
済
金
支
払
い
の
算
出
を
し
て

い
ま
す
。
牛
の
異
動
は
速
や
か
に
独
立

行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
に
届
け

て
く
だ
さ
い
。

　
中
讃
家
畜
診
療
所
・
笹
木
翔
太

　
▽
中
讃
支
所
収
穫
共
済
課
係
（
本
所

総
務
部
総
務
課
係
）
平
井
美
月
▽
本
所

事
業
部
収
穫
共
済
課
（
中
讃
支
所
収
穫

共
済
課
）
佐
々
木
愛
▽
中
央
家
畜
診
療

所
（
中
央
家
畜
診
療
所
東
部
分
室
）
水

谷
雄
基
▽
中
央
家
畜
診
療
所
東
部
分
室

（
中
央
家
畜
診
療
所
）
明
石
尚
美

　
園
田
一
輝
（
中
央
家
畜
診
療
所
）

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
等
順

守
）
の
一
環
で
、
共
済
掛
金
な
ど
の
納

入
は
口
座
取
引
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
を
登
録
で
き
な
い
方
は
、
建
物

共
済
と
農
機
具
共
済
に
限
り
、
組
合
か

ら
送
付
す
る
払
込
票
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア

用
）
で
お
支

払
い
が
で
き

ま
す
。

　
口
座
登
録

や
加
入
者
の

名
義
変
更
は
、

支
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ

い
。

からのお知らせ

職
員
人
事

採
用 
５
月
１
日
付
　

異
動 

６
月
１
日
付
　

退
職 

４
月
30
日
付
　

果
樹
共
済

５
月
28
日
に
共
済
金
を
お
支
払
い

お
願
い

共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

家
畜
共
済

異
動
通
知
を
速
や
か
に

建
物
共
済

火
災
共
済
は
落
雷
も
補
償

樹種 支払
戸数

支払
共済金

指定
かんきつ ６戸 338,800円

・
Ｊ
Ａ
香
川
県

・
百
十
四
銀
行

・
香
川
銀
行

・
高
松
信
用
金
庫

・
観
音
寺
信
用
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口座振替ができる
金融機関

他16金融機関

補償を見直しませんか
園芸施設共済

　
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
継
続
加
入
時
や
新
規
申
込
時

に
特
約
を
付
け
、
農
業
経
営
に
合
っ
た
補
償
内
容
で
加

入
で
き
ま
す
。
特
約
は
棟
ご
と
に
設
定
で
き
、
補
償
の

組
み
合
わ
せ
で
支
払
共
済
金
が
変
わ
り
ま
す
。
棟
に

合
っ
た
特
約
で
、
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

経過年数10年以上、再建築価額100万円のハウス本体部分が全損した場合

特
約
で
支
払
対
象
条
件
設
定

標準補償
40万円

共済金の合計
40万円

耐用年数経過により補償の上限が
40%まで減少

標準補償
（付保割合80%・特約なし）

復旧費用特約で補償の上
限を引き上げ

付保割合追加特約で補償
の上限をさらに引き上げ

耐用年数経過後でも再建築価額の
80%まで補償

標準補償
40万円

共済金の合計
80万円

補償の割合を100%
まで引き上げ、再
建築価額まで補償

標準補償
40万円

共済金の合計
100万円

❶復旧費用特約
40万円

❶復旧費用特約
40万円

❷付保割合追加特約
20万円

支払例

干害で葉が巻いたせとか

台風
シーズン
迫る！

１ 

小
損
害
不
塡
補
特
約

　
３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％
を
超
え
る
被

害
か
ら
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
１
万
円
の

被
害
か
ら
支
払
わ
れ
る
特
約
を
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
払
対
象
金
額
を
10
万
円
、
20
万
円
、

50
万
円
、
１
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
、
掛
金

負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

２ 
復
旧
費
用
特
約

　
耐
用
年
数
が
経
過
し
た
施
設
本
体
や
附
帯
施
設

の
補
償
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
復
旧
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
、
請
求
書
を

も
と
に
お
支
払
い
し
ま
す
。
事
故
か
ら
１
年
以
内

に
請
求
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

３ 

付
保
割
合
追
加
特
約

　
標
準
の
８
割
補
償
を
、
９
割
ま
た
は
10
割
補
償

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ふ  

た
い

ふ  

て
ん  

ぽ

組合の主な動き

※行事日程は変更になる場合があります。

初旬
25日

高齢農業者表敬訪問
第３回理事会
第２回余裕金運用管理委員会

１日
14日

～20日

第３回コンプライアンス委員会

中間監査

9月

10月
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平
成
28
年
８
月
に
設
立
し
た
昊

協
同
組
合
（
組
合
員
77
人
）
は
、

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ

や
共
同
販
売
な
ど
、
営
農
の
助
け

と
な
る
事
業
を
展
開
す
る
。
代
表

理
事
の
髙
橋
健
太
さ
ん
（
観
音
寺

市
豊
浜
町
、
40
歳
）
は
、「
組
合

員
主
導
で
、
組
合
員
の
経
営
を
良

く
す
る
た
め
運
営
し
て
い
ま
す
」。

　
設
立
３
年
目
か
ら
取
り
組
む
外

国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ
事
業

は
、
組
合
員
が
安
心
し
て
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

組
合
員
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
技

能
実
習
計
画
を
立
て
た
り
す
る
。

　
事
業
を
利
用
し
実
習
生
２
人
を

受
け
入
れ
る
登
博
基
さ
ん
（
三
豊

市
高
瀬
町
、
32
歳
）
は
、「
実
習

生
は
日
本
語
能
力
が
高
く
、
知
識

も
豊
富
。
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ

ら
れ
ま
す
」
と
評
価
す
る
。

　
令
和
２
年
３
月
か
ら
４
年
３
月

の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

水
際
対
策
で
実
習
生
が
入
国
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
組

合
は
組
合
員
が
生
産
し
た
農
産
物

の
販
売
で
リ
ス
ク
分
散
す
る
。

　
事
業
者
向
け
に
直
接
販
売
す
る

ほ
か
、
年
中
無
休
、
24
時
間
営
業

の
「
お
お
ぞ
ら
産
直
市
無
人
販
売

所
」
を
令
和
６
年
11
月
に
オ
ー
プ

ン
、
一
般
消
費
者
向
け
に
野
菜
や

米
を
販
売
す
る
。

　
少
量
多
品
目
を
生
産
す
る
中
野

邦
彦
さ
ん
（
観
音
寺
市
豊
浜
町
、

49
歳
）
は
、「
野
菜
の
出
荷
先
が

少
な
く
困
っ
て
い
た
の
で
、
無
人

販
売
所
は
あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

　
髙
橋
さ
ん
は
「
無
人
販
売
所
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
売

り
上
げ
で
組
合
員
の
所
得
を
向
上

さ
せ
た
い
」
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
店
頭

ポ
ッ
プ
で
の
情
報
発
信
に
力
を
入

れ
る
。

た
か
は
し 

け
ん  

た

の
ぼ
り
ひ
ろ  

き

し
ん
ち
ょ
く

な
か  

の

く
に 

ひ
こ

丸
亀
市
飯
山
町
　鶴
岡 

亮
大
さ
ん
　41
歳

いきいき 　農家

住所：観音寺市大野原町中姫146の６
電話：0875‐23‐7334　年中無休

無人販売所に集まった
　昊協同組合の役員
　　（写真左から２人目が髙橋さん）

多様な事業で営農を支える
いきいき 　農家

おおぞら

観音寺市大野原町　昊協同組合

販
売
で
認
知
度
向
上
へ

を
覚
え
、
今
や

ら
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
」。

東
京
都
か
ら
Ｕ

タ
ー
ン
し
、
農

業
大
学
校
で
１

年
間
栽
培
管
理

を
学
び
な
が
ら
、

令
和
３
年
12
月

に
就
農
し
た
。

　
栽
培
技
術
向

上
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
鶴
岡
さ

ん
を
中
心
と
し
た
町
内
の
若
手
モ
モ

農
家
８
人
で
勉
強
会
を
開
く
。
半
月

に
１
回
程
度
集
ま
る
ほ
か
、
無
料
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
「
Ｄ
ｉ

ｓ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
（
デ
ィ
ス
コ
ー
ド
）」
で

作
業
の
進
捗
状
況
や
悩
み
な
ど
を
共

有
す
る
。「
メ
ン
バ
ー
は
年
齢
が
近
く
、

経
験
も
似
て
い
て
質
問
が
し
や
す
い
。

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
チ
ー
ム
で

や
っ
て
い
き
た
い
」。

　
「
先
輩
方
の
財
産
を
受
け
継
ぎ
、

モ
モ
の
名
産
地
を
守
り
た
い
」
と
意

気
込
む
鶴
岡
亮
大
さ
ん
。
祖
父
か
ら

譲
り
受
け
た
園
地
１
㌶
を
改
植
し
、

「
あ
か
つ
き
」「
日
川
白
鳳
」
な
ど
モ

モ
８
品
種
を
栽
培
す
る
。

　
栽
培
の
き
っ
か
け
は
、
飯
山
町
の

モ
モ
生
産
量
減
少
を
報
じ
た
新
聞
記

事
を
見
た
こ
と
。「
栽
培
の
知
識
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
モ
モ
産

地
と
し
て
の
地
元
の
将
来
に
危
機
感

　
平
成
30
年
、
父
親
か
ら
農
地
を
引

き
継
い
だ
岡
村
実
穂
さ
ん
は
、
夫
と

と
も
に
水
稲
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
１
６
６
㌃
を
栽
培

す
る
。

　
同
年
、
近
所
の
人
か
ら
譲
り
受
け

た
ハ
ウ
ス
３
㌃
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

植
え
付
け
た
。
先
輩
農
家
に
見
学
に

行
っ
た
り
、
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ

に
話
を
聞
い
た
り
し
て
栽
培
技

術
を
身
に
着
け
た
。「
作
業
が
自

分
に
合
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
大
変
と
感

じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
作

業
が
な
い
時
期

が
悲
し
い
く
ら

い
、
楽
し
く
て

仕
方
な
い
」
と
、

今
で
は
ほ
ぼ
全

て
の
作
業
を
担

当
す
る
。
徐
々

に
ハ
ウ
ス
を
増

設
し
、
９
棟
（
15
㌃
）
に
拡
大
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
出
荷
の
ほ
か
、
個
人
販
売
に

も
取
り
組
む
。「
一
つ
一
つ
、
丁
寧
に

箱
詰
め
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
か
っ

た
、
と
直
接
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
個
人
販

売
の
量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
む
。

△商品情報はこ
ちらから

△個人販売で購
入した商品に
添えるシール

△Google Map
はこちらから楽

し
い
気
持
ち
を
大
切
に

さ
ぬ
き
市
鴨
部
　岡
村 

実
穂
さ
ん
　55
歳

お
か 

む
ら

み
　  ほ

仲
間
と
守
る
飯
南
の
モ
モ

丸
亀
市
飯
山
町
　鶴
岡 

亮
大
さ
ん
　41
歳

つ
る 

お
か

あ
き 

ひ
ろ

「若木の管理が難しい」と
　　改植前の連作障害対策に注意を払う

「アスパラガスは
　　食べるのも大好きです」
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加入農機具が事故にあった場合、
❶事故発生日と場所　❷機種　❸事故の状況　❹修理依頼先
を直ちにご連絡ください。農機具を買い替えた場合も、連絡が必要です。

農機具共済 事故・買い替え時は連絡を

変更手続きができていない農機具が事故にあった
ときや、修理箇所や罹災部品が確認できない場合、
共済金をお支払いできないことがあります。

り さい

　
平
成
25
年
に
就
農
し
た
三
好
義
範
さ
ん
（
高
松
市
牟

礼
町
、
47
歳
）。
現
在
、「
よ
し
よ
し
ア
グ
リ
株
式
会

社
」（
令
和
元
年
５
月
設
立
）
の
代
表
取
締
役
を
務
め
、

ハ
ウ
ス
と
露
地
で
牟
礼
町
特
産
の
キ
ュ
ウ
リ
を
安
定
し

て
生
産
し
ま
す
。

　
土
作
り
を
重
視
し
、「
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
量

を
抑
え
、
緑
肥
な
ど
有
機
物
を
多
く
投
入
し
、
微
生
物

を
増
や
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
水
は
地
下
水
を

利
用
し
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用
。「
自
然
が
持
つ
力

で
育
て
た
キ
ュ
ウ
リ
は
色
鮮
や
か
で
歯
切
れ
が
よ
く
、

ほ
の
か
に
甘
み
が
あ
り
ま
す
」。

　
法
人
化
を
機
に
販
路
を
拡
大
し
、
朝
ど
れ
の
キ
ュ
ウ

リ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
等
の
夏
野
菜
を
畑
の
す
ぐ
近

く
の
直
売
所
や
産
直
コ
ー
ナ
ー
へ
出
し
て
い
ま
す
。

　
▽
経
営
＝
キ
ュ
ウ
リ
60
㌃
（
ハ
ウ
ス
30
㌃
、
露
地
30

㌃
）、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
60
㌃
、
ナ
バ
ナ
35
㌃
、
カ
ブ
25

㌃
、
夏
・
冬
多
品
目
30
㌃
な
ど

撮
影
＝
北
村
写
真
事
務
所 

北
村
修
一
氏

　家族３人と愛犬マロンちゃんで、
ログハウスに住んで25年ほどにな
ります。できるだけ長くこの家で
暮らしたいので、３年に一度自分
で足場を組み、防腐溶剤を塗って
メンテナンスしています。管理が
大変な分、年々愛着が湧いてきま
すね。
　アコースティックギターや石臼
を集めるのが趣味です。凝り性で
集めだすと止まらず、置き場がな
いほどです。
　▽経営=水稲79㌃、ナッツ類、
ドラゴンフルーツ、マンゴーなど

自然の力を生かし安定生産

み 

よ
し
よ
し
の
り

郵便はがきに、
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧「ＮＯＳＡＩクイズ」コーナーで欲しいプレゼントを教えてください
などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の広報紙作成の参考意見とする以外
の目的に利用しません。※はがきの料金不足がないようご注意ください。

応募の宛先

応募締め切り
当選者発表

〒761－8083　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　ＮＯＳＡＩクイズ係
令和７年９月19日（金）消印有効
令和８年２月発行予定の69号で発表

ＮＯＳＡＩかがわ67号からの問題です。次の質問にお答えください。
Q

［当選者］「さぬきひめ」２パックをお届けしました。
田辺悦子さん（さぬき市）、西川和利さん、畑本亜由美さん（以上高松市）、
原武信さん（坂出市）、岡下博さん（綾川町）、増田美智子さん（善通寺市）、平田幸子さん（まんのう町）、
川崎あけみさん、関史さん（以上三豊市）、白井義樹さん（観音寺市）

田辺悦子さん（さぬき市）、西川和利さん、畑本亜由美さん（以上高松市）、
原武信さん（坂出市）、岡下博さん（綾川町）、増田美智子さん（善通寺市）、平田幸子さん（まんのう町）、
川崎あけみさん、関史さん（以上三豊市）、白井義樹さん（観音寺市）

東かがわ市　川根 喜夫さん　68歳
かわ  ね よし  お

当選者発表
第65号

カメムシ答え 〉〉〉

正解者の中から抽選で７名の方に、
「ゆら早生みかん」（５㎏）をお
届けします。鬼無かんきつ部会所
属の農家さんが丹精込めて育てた、
糖度が高く酸味の少
ないミカンです。
たくさんのご応
募お待ちしてい
ます。

今号のプレゼント

NOSAI
クイズ

小豆出張所
☎0879-62-0694

東部支所
☎0879-43-4121

中讃支所
☎0877-35-7735

三豊支所
☎0875-25-2482

高松支所
☎087-888-1146

連絡先

収入保険の保険料は、加入者の負担軽減のため、最大◯回まで
分割して納入できます。◯に入る数字をお答えください。

の

読
者

声

広報紙ではいろいろな方の農業経営や共済事
業の内容や現状を知れ、参考にしています。
損害防止活動の幅の広がりに期待しています。
　　　　　　　 （さぬき市　女性　81歳）

家庭菜園で果樹各種と夏野菜などを植え
て15年、病気と害虫対応に苦慮しながら
もボケ防止と思い晴耕雨読の日々。元気
が一番！　（東かがわ市　男性　78歳）

右も左も分からず、急に農業に携わるよう
になりました。１人で田、畑、山、畜産、
両親の介護と、兼業初心者なので、教わる
ことばかりです。動画共有サイト（ユー
チューブ）で調べていますが、地域差に悩
んでいます。     （坂出市　女性　58歳）

老化している脳に刺激を与えるため、
新聞や雑誌などを１時間以上読むよう
にしています。コミュニティでそれら
を話題にしながら情報交換をしていま
す。　  　　（丸亀市　女性　72歳）

毎日、農業新聞やテレビなどで、いろいろ勉強さ
せてもらっています。 （高松市　男性　54歳）

私はレモンが大好き！　昨年は妻がレモ
ンジャムを作って朝食に楽しんで食べま
した。皮ごと食べられるとのこと、楽し
みです。（観音寺市　男性　76歳）

農業は母が少しではありますが、畑で野
菜や豆類、いも類、花類などいろいろ
作っています。教えてもらったのを季節
ごとにノートに書いて、見ながら作って
います。　　  （三豊市　女性　68歳）

たくさんの
お便りをいただき、
ありがとう
ございました！

※ヒントは13ページ
A 回

後継者問題や栽培の苦労などがよ
く分かったので、県産品の料理は
おいしくいただきたいと思いまし
た。　  （高松市　女性　57歳）共済部長歴７年

「収穫したばかりのキュウリは
切り口から水が滴ります」

〒761－8083  高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合  ＮＯＳＡＩクイズ係

キ
リ
ト
リ

◀クイズの宛先としてハガキに
　貼って活用してください。
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Ｂを加えてひと煮立ちさせ、①
のモロヘイヤを加えてなじませ
る。ご飯にのりをのせ、盛り付
ける。

鶏もも肉は３㎝角に切り分け、
Ａをなじませる。ニンニクは薄
切りにし、パプリカは細く切る。

バターとニンニクを熱し、水気
をふき取った鶏もも肉を皮目か
ら中火で両面焼く。焼き目がつ
いたらパプリカを加える。

モロヘイヤは茎と葉に分け水洗
いし、茎は３㎝に切る。30秒ほ
どゆでてザルにあげ、さっと水
をかけ、水気をきる。

1 2 3 4

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の

ガ
リ
バ
タ
ネ
バ
丼

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の

ガ
リ
バ
タ
ネ
バ
丼

モロヘイヤには、葉物野菜
では珍しいネバネバ成分が
あり、ジュースやスープに
も使えます。栄養価を保つ
ため、短時間加熱を心がけ
ましょう。

ヒトコト★POINT

料理紹介者

山中 美妃子さん
やま なか み　 き　 こ
香川県食農アドバイザー

ジュヌヴィエーヴ料理教室主宰

● モロヘイヤ
● 鶏もも肉
● ニンニク
● パプリカ
● もみのり　　
● バター
● 白ご飯

・・・・・・・・・・・      

・・・・                   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

100ｇ
１枚（300ｇ）

１片
個
適量
10ｇ
２人分

　 酒
　 砂糖
　 塩、コショウ

大さじ１
小さじ１
少々

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・    

A

　 酒
　 砂糖
　 しょうゆ
　 オイスターソース

大さじ２
大さじ２
大さじ２
大さじ１～２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・            

・・              

B

材料（２人分）

作り方

発行日：令和７年８月１日

今回の食材
モロヘイヤ
（さぬきのヘイヤ）
モロヘイヤ
（さぬきのヘイヤ）
アクが少なく、味にも
くせがない栄養価の高
い緑黄色野菜です。香
川オリジナル品種「さ
ぬきのヘイヤ」は茎も
食べられます。　

エジプト王も食べた

「王様の野菜」

創作
キッチン

農業共済新聞
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発行
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ホームページアドレス

　　　香川県農業共済組合
　　　本所総務部総務課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL：０８７-８８８-２１２１ FAX：０８７-８８８-３０３１

https://www.nosai-kagawa.jp

発行

ホームページアドレス

編集

　ＮＯＳＡＩの機関紙「農業
共済新聞」は週１回の発行で、
１年間の購読料は5,520円（１
紙当たり約117円）です。
　２カ月間、無料で「お試し
読み」もできます。

第13回通常総代会 全９議案を承認
役員 総代 評価会委員紹介表紙の続きは19ページ

安心のネットワーク

香川県農業共済組合そら とつ ち とみ どり の会 話

vol.67
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